
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】繊維シート上にパラフィン包埋された哺乳類のパラフィン組織切片が固着されて
なるパラフィン切片保存シートを提供する。
【解決手段】スライドガラスに代えて繊維シートを用いることにより、その保存時の取り
扱いを簡便にするとともに、必要な場合に、この繊維シート上にパラフィン組織切片を固
定したまま、水に戻し、再度スライドガラスですくい上げることにより、従来と全く同様
に組織を貼り付けたスライドガラスとすることができる。パラフィン切片保存シートには
、繊維シートの片面に厚さが３～２０μｍのパラフィン包埋された哺乳類のパラフィン組
織切片を固着して、５～２０秒間ろ過することを特徴とする。このろ過時間は、フィルタ
ーホルダー（ＩＷＡＫＩ：ＧＦＨ－４７）を使用し、径４７ｍｍの円状ろ紙面において、
１００ｍｌの蒸留水を真空ポンプ（ＢＩＯ　ＣＲＡＦＴ　ＢＣ－６５１）により５０ｍｍ
Ｈｇで吸引しろ過するに要する時間である。
【選択図】　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
繊 維 シ ー ト の 片 面 に 厚 さ が ３ ～ ２ ０ μ mの パ ラ フ ィ ン 包 埋 さ れ た 哺 乳 類 の パ ラ フ ィ ン 組 織
切 片 が 固 着 さ れ て な る パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト で あ っ て 、 該 繊 維 シ ー ト の ろ 過 時 間 が ５
～ ２ ０ 秒 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 但 し 、 該 ろ 過 時 間 と は 、 フ ィ ル タ ー ホ ル ダ ー （ Ｉ Ｗ Ａ
Ｋ Ｉ ： Ｇ Ｆ Ｈ － ４ ７ ） を 使 用 し 、 該 繊 維 シ ー ト の 径 ４ ７ ｍ ｍ の 円 状 シ ー ト 面 に お い て 、 １
０ ０ ｍ ｌ の 蒸 留 水 を 真 空 ポ ン プ （ Ｂ Ｉ Ｏ 　 Ｃ Ｒ Ａ Ｆ Ｔ 　 Ｂ Ｃ － ６ ５ １ ） に よ り ５ ０ ｍ ｍ Ｈ
ｇ で 吸 引 し ろ 過 す る に 要 す る 時 間 を い う 、 パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
水 で 湿 潤 し た 前 記 繊 維 シ ー ト 上 に 載 せ た 前 記 哺 乳 類 の パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を 乾 燥 さ せ る こ
と に よ り 得 ら れ た 請 求 項 １ に 記 載 の パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 水 で 湿 潤 し た 該 繊 維 シ ー ト 上 に 載 せ た 前 記 哺 乳 類 の パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 が 、 該 繊 維 シ
ー ト を 水 槽 中 に 浸 し 、 該 哺 乳 類 の パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を 該 水 槽 に 浮 か べ 、 該 水 槽 に 浮 か べ
た 前 記 哺 乳 類 の パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を 該 繊 維 シ ー ト で 掬 い 取 る こ と に よ り 得 ら れ た 請 求 項
２ に 記 載 の パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 繊 維 シ ー ト が Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｐ 　 ３ ８ ０ １ の １ 種 の ろ 紙 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項
に 記 載 の パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 繊 維 シ ー ト が 白 色 以 外 の 色 に 着 色 さ れ た 請 求 項 ４ に 記 載 の パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 繊 維 シ ー ト 上 に パ ラ フ ィ ン 包 埋 さ れ た 哺 乳 類 の パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 が 固 着
さ れ て な る パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 病 理 診 断 用 の 組 織 標 本 は 、 パ ラ フ ィ ン 包 埋 さ れ た パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を ミ ク ロ ト ー ム に
よ り ３ ～ ２ ０ μ ｍ で 薄 切 し 、 水 槽 に 浮 か べ た 切 片 を ス ラ イ ド グ ラ ス で 拾 い 、 温 浴 槽 で "湯
伸 ば し "（ 切 片 の 剥 離 防 止 の た め 切 片 の し わ を 伸 ば す ） し た 後 、 ３ ７ ℃ で 乾 燥 さ せ て 使 用
す る こ と が 行 な わ れ て い る 。 こ の 切 片 は 、 後 に な っ て か ら 詳 細 に 検 討 す る た め に 、 予 め 何
十 枚 も 薄 切 し て お き 、 ス ラ イ ド グ ラ ス に 貼 り 付 け て 使 用 時 ま で 保 管 す る こ と が よ く 行 わ れ
て い る 。 特 に 、 脳 や 心 臓 な ど そ の ま ま の 大 き さ で 薄 切 （ 大 割 切 片 ） す る 場 合 な ど は １ 枚 の
薄 切 作 業 に 大 変 に 手 間 が か か る た め 、 予 備 の 切 片 を 準 備 し て お く こ と は 多 く の 検 査 室 で は
必 須 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 組 織 切 片 の 保 管 の た め に 、 組 織 切 片 を ス ラ イ ド グ ラ ス に 貼 り 付 け て 保 管 す る 場
合 に は 、 ス ペ ー ス や ガ ラ ス の 扱 い な ど の 点 で 苦 慮 す る こ と が 多 か っ た 。 さ ら に 、 そ の 多 く
の 切 片 す べ て が 使 用 さ れ る こ と は 少 な い た め 、 い ず れ は 廃 棄 さ れ る こ と に な り 、 そ の 場 合
、 廃 棄 に 手 間 が か か り 、 か つ 多 く の ス ラ イ ド ガ ラ ス が 無 駄 と な っ て い た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 こ の よ う に 従 来 使 用 さ れ て き た ス ラ イ ド ガ ラ ス に 代 え て 、 繊 維 シ ー ト を
用 い る こ と に よ り 、 そ の 保 存 時 の 取 り 扱 い を 簡 便 に す る と と も に 、 必 要 な 場 合 に 、 こ の 繊
維 シ ー ト 上 に パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を 固 定 し た ま ま 、 水 に 戻 し 、 再 度 ス ラ イ ド ガ ラ ス で す く
い 上 げ る こ と に よ り 、 従 来 と 全 く 同 様 に 組 織 を 貼 り 付 け た ス ラ イ ド ガ ラ ス と す る こ と が で
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き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 さ せ る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 即 ち 、 本 発 明 は 、 繊 維 シ ー ト の 片 面 に 厚 さ が ３ ～ ２ ０ μ mの パ ラ フ ィ ン 包 埋 さ れ た 哺 乳
類 の パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 が 固 着 さ れ て な る パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト で あ っ て 、 該 繊 維 シ
ー ト の ろ 過 時 間 が ５ ～ ２ ０ 秒 で あ る こ と を 特 徴 と す る パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト で あ る 。
こ の ろ 過 時 間 と は 、 フ ィ ル タ ー ホ ル ダ ー （ Ｉ Ｗ Ａ Ｋ Ｉ ： Ｇ Ｆ Ｈ － ４ ７ ） を 使 用 し 、 該 繊 維
シ ー ト の 径 ４ ７ ｍ ｍ の 円 状 シ ー ト 面 に お い て 、 １ ０ ０ ｍ ｌ の 蒸 留 水 を 真 空 ポ ン プ （ Ｂ Ｉ Ｏ
　 Ｃ Ｒ Ａ Ｆ Ｔ 　 Ｂ Ｃ － ６ ５ １ ） に よ り ５ ０ ｍ ｍ Ｈ ｇ で 吸 引 し ろ 過 す る に 要 す る 時 間 を い う
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 水 で 湿 潤 し た 上 記 繊 維 シ ー ト 上 に 載 せ た 上 記 哺 乳 類 の パ ラ フ ィ ン 組 織 切
片 を 乾 燥 さ せ る こ と に よ り 得 ら れ た 上 記 パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト で あ る 。
　 更 に 、 上 記 繊 維 シ ー ト を 水 槽 中 に 浸 し 、 上 記 哺 乳 類 の パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を 水 槽 に 浮 か
べ 、 水 槽 に 浮 か べ た 上 記 哺 乳 類 の パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を 繊 維 シ ー ト で 掬 い 取 る こ と に よ り
、 上 記 水 で 湿 潤 し た 繊 維 シ ー ト 上 に 載 せ た 上 記 哺 乳 類 の パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を 得 る こ と が
で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト は 、 保 管 時 に ス ペ ー ス を と ら ず 、 廃 棄 す る 場 合 に は
、 単 に シ ー ト ご と 焼 却 す れ ば す む た め 、 廃 棄 が 簡 便 で あ る 。 ま た 、 必 要 な 切 片 の み 使 用 す
る こ と が で き る の で 、 経 費 を 必 要 最 低 限 に 抑 え る こ と が で き る 。 更 に 、 本 発 明 の パ ラ フ ィ
ン 切 片 保 存 シ ー ト は 自 在 に カ ッ ト で き る た め 、 マ イ ク ロ ア レ イ 切 片 作 製 に も 有 用 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 「 繊 維 シ ー ト 」 と し て は 、 セ ル ロ ー ス か ら 成 る ろ 紙 な ど の 紙 類 、 ガ ラ ス 繊 維 な
ど の 無 機 繊 維 か ら 成 る シ ー ト 、 ナ イ ロ ン な ど の 合 成 繊 維 か ら 成 る シ ー ト な ど が 挙 げ ら れ る
。 こ の シ ー ト と し て 、 織 布 状 、 不 織 布 状 、 編 布 状 若 し く は 網 状 の シ ー ト 、 穿 孔 （ 貫 通 孔 ）
シ ー ト 等 が 挙 げ ら れ る 。 繊 維 シ ー ト と し て 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｐ 　 ３ ８ ０ １ の １ 種 の ろ 紙 が 好 ま し
い 。 更 に 、 こ の 繊 維 シ ー ト で 白 色 以 外 の 色 で 着 色 さ れ た も の は 、 パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を 容
易 に 目 視 で き る た め 好 ま し い 。
　 こ の 繊 維 シ ー ト の 厚 さ は 厚 さ ０ ． １ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ が 適 当 で あ る 。 薄 い と 、 支 持 体 と し て
の 強 度 が 不 足 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 繊 維 シ ー ト の ろ 過 時 間 は ５ ～ ２ ０ 秒 で あ る こ と を 要 す る 。
　 こ の ろ 過 時 間 は 、 フ ィ ル タ ー ホ ル ダ ー （ Ｉ Ｗ Ａ Ｋ Ｉ ： Ｇ Ｆ Ｈ － ４ ７ ） を 使 用 し 、 径 ４ ７
ｍ ｍ の 円 状 ろ 紙 面 に お い て 、 １ ０ ０ ｍ ｌ の 蒸 留 水 を 真 空 ポ ン プ （ Ｂ Ｉ Ｏ 　 Ｃ Ｒ Ａ Ｆ Ｔ 　 Ｂ
Ｃ － ６ ５ １ ） に よ り ５ ０ ｍ ｍ Ｈ ｇ で 吸 引 し ろ 過 す る に 要 す る 時 間 を い う 。
　 こ の ろ 過 時 間 と Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｐ 　 ３ ８ ０ １ の ろ 水 時 間 と の 関 係 に つ い て は 、 表 １ に 挙 げ た 測
定 値 か ら 推 察 で き る が 、 ろ 過 時 間 ５ ～ ２ ０ 秒 は ろ 水 時 間 約 ２ ０ ～ ６ ０ 秒 に 相 当 す る も の と
考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 こ の 繊 維 シ ー ト の 保 留 粒 子 径 は ０ ． ５ ～ ４ ０ μ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 こ の 保 留 粒 子 径 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｐ 　 ３ ８ ０ １ に 規 定 さ れ た 硫 酸 バ リ ウ ム な ど を 自 然 ろ 過 し
た 時 の 漏 洩 粒 子 径 に よ り 求 め る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 「 パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 」 と は 、 人 体 お よ び 動 物 な ど の 哺 乳 類 の 臓 器 （ 心 臓 、 肺 、
肝 臓 、 脾 臓 、 腎 臓 、 膵 臓 、 小 腸 、 大 腸 、 胃 、 脳 な ど ） の 薄 片 を 顕 微 鏡 観 察 す る た め ス ラ イ
ド グ ラ ス に 貼 付 け ら れ る 大 き さ に ト リ ミ ン グ し 、 固 定 ・ 脱 脂 ・ 中 間 剤 を 経 て パ ラ フ ィ ン 包
埋 さ れ た も の を い い 、 以 下 の よ う に し て 調 整 す る 。
　 臓 器 を 固 定 （ ホ ル マ リ ン ・ ア ル コ ー ル 等 ） し た 後 、 ア ル コ ー ル に よ り 脱 脂 し 、 キ シ レ ン
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に よ る 中 間 剤 を 経 て パ ラ フ ィ ン 包 埋 す る 。
　 「 固 定 」 の 操 作 と し て は 、 手 術 お よ び 解 剖 に て 採 取 し た 臓 器 を １ ０ ％ 中 性 緩 衝 ホ ル マ リ
ン ま た は ア ル コ ー ル 等 の 固 定 液 に て 一 晩 か ら 数 日 間 浸 す る 。
　 次 に 、 パ ラ フ ィ ン 包 埋 さ れ た パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を ミ ク ロ ト ー ム に よ り ３ ～ ２ ０ μ ｍ の
厚 さ に 薄 切 し 、 水 槽 に 浮 か べ る 。 こ の よ う に 水 に 浮 か べ た 切 片 を 繊 維 シ ー ト で す く い 上 げ
る 。 そ の 後 、 必 要 に 応 じ て ペ ー パ ー タ オ ル 等 の 吸 湿 性 の シ ー ト 上 に 置 い て 、 乾 燥 さ せ 保 存
す る 。 す る と 、 繊 維 シ ー ト 上 に 重 ね ら れ た パ ラ フ ィ ン 包 埋 さ れ た パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 は 、
乾 燥 す る に 伴 っ て 、 繊 維 に 微 細 に 絡 み つ き 、 固 着 し た 状 態 に な る 。
　 得 ら れ た パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 ／ 繊 維 シ ー ト を 「 パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト 」 と い う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト は 、 乾 燥 状 態 に 置 け ば 、 長 期 間 そ の
ま ま 保 存 す る こ と が で き る 。
　 一 定 期 間 保 存 後 、 こ の パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト を 、 必 要 に 応 じ て 、 水 に 浮 か べ る こ と
に よ り 、 繊 維 シ ー ト は 所 定 の ろ 過 速 度 を 有 す る た め 、 水 が 繊 維 シ ー ト の 全 面 か ら 適 当 な 速
度 で 浸 透 し 、 固 着 し た パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 が 均 等 に 繊 維 シ ー ト か ら 自 然 剥 離 す る 。 こ の と
き 、 ろ 過 速 度 が 本 発 明 で 規 定 す る 所 定 範 囲 内 に 無 い 場 合 に は 、 水 が 繊 維 シ ー ト の 浸 透 す る
速 度 に ば ら つ き 等 が 生 じ 、 パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 に 亀 裂 が 入 っ た り す る 。 こ れ は 、 パ ラ フ ィ
ン 組 織 切 片 が 繊 維 シ ー ト か ら 均 等 に 自 然 剥 離 す る こ と が で き な い た め と 考 え ら れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 手 術 お よ び 解 剖 に て 採 取 し た 臓 器 を 固 定 （ ホ ル マ リ ン ・ ア ル コ ー ル 等 ） し た 後 、 ア ル コ
ー ル に よ り 脱 脂 し 、 キ シ レ ン に よ る 中 間 剤 を 経 て パ ラ フ ィ ン 包 埋 し た 。 次 に 、 パ ラ フ ィ ン
包 埋 さ れ た パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を ミ ク ロ ト ー ム に よ り ３ ～ ２ ０ μ ｍ の 厚 さ で 薄 切 し 、 水 槽
に 浮 か べ た 切 片 を 表 １ に 示 す 各 種 繊 維 シ ー ト で 拾 い 、 反 り 返 り 防 止 の た め ペ ー パ ー タ オ ル
上 で 乾 燥 さ せ 常 温 で 保 存 し た 。 こ の よ う に し て 得 ら れ た 標 本 を 「 保 存 シ ー ト 」 と い う （ 図
１ （ １ ） ） 。
　 半 年 後 、 パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を 貼 付 け た ろ 紙 を 水 槽 に 浮 か べ た （ 図 １ （ ２ ） ） 。 両 者 が
剥 離 （ パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 は 水 に 浮 き 、 ろ 紙 は 沈 む ） す る の で （ 図 １ （ ３ ） ） 、 こ れ を ス
ラ イ ド グ ラ ス に 貼 付 け 湯 浴 式 パ ラ フ ィ ン 伸 展 器 で し わ を 伸 ば し 乾 燥 し た 。 保 存 シ ー ト か ら
ス ラ イ ド グ ラ ス に 再 度 張 り 付 け 乾 燥 さ せ る の に 費 や す 時 間 は 、 ６ ０ ℃ イ ン キ ュ ベ ー タ ー な
ら ３ ０ 分 間 以 上 、 ３ ７ ℃ イ ン キ ュ ベ ー タ ー な ら １ 時 間 以 上 に な る 。
　 得 ら れ た 組 織 を 下 記 基 準 で 評 価 し た 。
（ １ ） 切 片 の 剥 離 を 、 容 易 ・ 比 較 的 容 易 ・ や や 難 ・ 難 ・ 不 可 能 の ５ 段 階 で 評 価 し た 。 比 較
的 容 易 以 上 が 実 際 使 用 し て 問 題 無 い レ ベ ル と い え る 。
（ ２ ） 組 織 の 亀 裂 の 有 無 を 目 視 で 評 価 し た 。 亀 裂 の あ る も の は 標 本 と し て 不 適 で あ る 。
　 亀 裂 の 無 い も の （ ADVANTEC No.1を 用 い て 作 成 し た パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト ） を 図 ２
（ １ ） に 示 し 、 亀 裂 の あ る も の （ ADVANTEC No.2を 用 い て 作 成 し た パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ
ー ト ） を 図 ２ （ ２ ） に 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 結 果 を 表 １ に 示 す 。 こ の 表 １ か ら 、 ろ 過 時 間 が 一 定 範 囲 の も の は 、 切 片 の 剥 離 が 良 好 で
、 組 織 の 亀 裂 も 生 じ て い な い こ と が わ か る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 繊 維 シ ー ト と し て ADVANTEC No.1を 用 い て 作 成 し た パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト を
示 す 図 で あ る 。 （ １ ） は 作 成 後 半 年 経 過 後 の パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト を 示 す 。 （ ２ ） は
（ １ ） の パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト を 水 に 戻 し た と こ ろ を 示 す 。 （ ３ ） は 水 中 で パ ラ フ ィ
ン 組 織 切 片 が 繊 維 シ ー ト か ら 剥 離 し た 様 子 を 示 す 。
【 図 ２ 】 パ ラ フ ィ ン 切 片 保 存 シ ー ト か ら パ ラ フ ィ ン 組 織 切 片 を ス ラ イ ド グ ラ ス に 再 度 張 り
付 け 乾 燥 さ せ た も の を 示 す 図 で あ る 。 （ １ ） は 亀 裂 の 無 い も の （ ADVANTEC No.1使 用 ） 、
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（ ２ ） は 亀 裂 の あ る も の （ ADVANTEC No.2使 用 ） を 示 す 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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